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「
ご
み
ゼ
ロ（
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
）」

　
に
向
か
っ
て
② 
問
合
せ　

環
境
課　

�
内
線
四
五
一

◆
ご
み
を
ゼ
ロ
に
す
る
�

　

葉
山
町
が
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
「
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」。一
九
九
六
年
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
か
ら
世
界

に
広
ま
っ
た
、ご
み
の
大
減
量
化
政
策
で
す
。

　
「
ご
み
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
と
い
っ
て
も
、

「
ご
み
箱
を
空
っ
ぽ
に
す
る
」
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
み
の
大
部
分
は
、
実
は
「
材
質
的
に

は
」資
源
化
可
能
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

可
能
な
限
り
資
源
化
減
量
化
を
進
め
、

「
焼
却
」
と
「
埋
立
」
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け

る
努
力
を
す
る
、
と
い
う
の
が
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
の
考
え
方
で
す
。

◆
ご
み
は
燃
や
し
て
も
な
く
な
ら
な
い

　

私
た
ち
の
ご
み
は
、
大
部
分
が
焼
却
さ

れ
て
い
ま
す
。「
ご
み
は
燃
や
し
て
し
ま

え
ば
消
滅
す
る
」
―
―
そ
う
思
っ
て
い
る

人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ご
み
は
燃
や
し
て
も
な
く
な

り
ま
せ
ん
。
有
害
な
物
質
を
含
む
灰
が
残

り
、
細
心
の
処
理
を
施
し
て
埋
め
立
て
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

燃
や
す
過
程
で
も
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な

ど
の
危
険
な
物
質
が
出
る
た
め
、
高
度
な

排
ガ
ス
処
理
が
不
可
欠
で
す
。

　

ご
み
は
も
は
や
、
最
先
端
の
技
術
と
、

そ
れ
に
伴
う
多
大
な
費
用
な
く
し
て
は
処

理
で
き
な
い
時
代
な
の
で
す
。

◆
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
目
指
す
も
の

　

そ
ん
な
中
、
一
度
原
点
に
立
ち
戻
っ

て
、「
本
気
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
を
考

え
て
み
よ
う
」
と
い
う
の
が
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
の
主
旨
で
す
。

　

資
源
の
枯
渇
が
心
配
さ
れ
る
中
、
資
源

化
減
量
化
を
押
し
進
め
、更
に
は
、商
品
の

製
造
段
階
か
ら「
ご
み
に
な
ら
な
い
」製
品

作
り
を
求
め
て
い
く
こ
と
で
、
真
の
「
ご

み
ゼ
ロ
社
会
」を
目
指
し
て
い
く
の
で
す
。

　

人
口
三
十
万
人
の
大
都
市
キ
ャ
ン
ベ
ラ

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
七
五
�
ま
で
引
き

上
げ
、
二
つ
あ
っ
た
最
終
処
分
場
の
一
つ

を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
が
国
策
と
し
て
採
用
さ
れ
、

国
全
体
の
七
〇
�
の
自
治
体
が
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
を
採
り
入
れ
、
大
幅
な
減
量

化
に
成
功
す
る
自
治
体
が
相
次
い
で
い
ま

す
。

◆
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
は
理
想
論
？

　

と
は
い
え
、「
ご
み
が
ゼ
ロ
に
な
る
わ

け
が
な
い
」「
非
現
実
的
で
は
？
」
と
い
う

反
論
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
で
は
、「
交
通
事
故

ゼ
ロ
」
と
同
じ
く
、「
本
当
に
ゼ
ロ
に
な
る

か
ど
う
か
」
は
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
事
な
の
は
「
ゼ
ロ
に
向
か
っ
て
行
動
を

始
め
る
」
こ
と
で
す
。

　

行
動
を
始
め
れ
ば
、
必
ず
や
交
通
事
故

の
数
は
減
り
、
多
く
の
命
が
救
わ
れ
ま

す
。
ご
み
量
も
極
限
ま
で
減
ら
し
て
い
け

ば
、
た
と
え
最
終
的
に
ゼ
ロ
に
到
達
し
な

く
と
も
、
そ
の
過
程
で
大
き
な
成
果
が
生

み
出
さ
れ
る
の
で
す
。

◆
世
界
に
広
が
る
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

　

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
は
、
今
や
世
界
に

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
や
ト
ロ
ン
ト
な
ど
の
大
都
市
か
ら
、

日
本
の
上
勝
町
や
大
木
町
の
よ
う
な
小
さ

な
町
に
至
る
ま
で
、
各
地
か
ら
様
々
な
成

果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

葉
山
町
も
、
老
朽
化
し
た
焼
却
炉
の
建

て
替
え
が
財
政
的
に
困
難
な
今
、
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
政
策
に
よ
る
ご
み
の
大
幅
減

量
化
に
よ
っ
て
、
状
況
を
打
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

多
額
の
費
用
を
要
す
る
焼
却
炉
を
建
設

す
る
代
わ
り
に
、
ご
み
を
減
ら
し
、
真
に

持
続
可
能
な
社
会
に
貢
献
で
き
る
町
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　家庭ごみの約半分を占

める生ごみ。その８０㌫ は

水分といわれます。捨て

る前に軽くしぼるだけ

で、生ごみの重さはかな

り減ります。

　生ごみの水分は、焼却

炉を冷やし、燃焼の効率

を下げます。「水を燃や

す」ために、膨大な燃料

を使うのは「もったいな

い」ことです。

　腐敗臭の元にもなる

「水分」。燃料の節約、

処理経費の節約のため、

「生ごみひとしぼり」に

どうかご協力ください。
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駐車場�

▲南郷上ノ山公
園の配布場所

お
知
ら
せ
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～園芸用堆肥を無料配布します～

　町では、今年４月から事業系植木 剪  定 枝
せん てい

の資源化を開始し、民間委託により 堆  肥 化
たい ひ

しています。このたび、町内２か所に常設
配布場所を設けましたので、ぜひご利用く
ださい。
場所　役場正面玄関前（花の木公園）、南郷
上ノ山公園駐車場奥（地図参照）
持ち帰り方法　袋などの入れ物を各自ご持
参ください（スコップは常備）。

�常設配布場所
の様子
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昨
年
中
の
全
火
災
件
数
は
五
万
四
五
八

二
件
で
、
こ
の
う
ち
建
物
火
災
件
数
は
三

万
一
二
四
八
件
。
建
物
火
災
の
出
火
原
因

の
ト
ッ
プ
は
「
こ
ん
ろ
」。
続
い
て
「
た

ば
こ
」「
放
火
」「
放
火
の
疑
い
」「
ス
ト
ー

ブ
」「
電
灯
電
話
線
等
の
配
線
」
で
す
。

　
「
こ
ん
ろ
」
で
は
、
大
半
が
、
天
ぷ
ら

を
揚
げ
て
い
る
と
き
の
来
客
、
電
話
、
子

ど
も
の
世
話
な
ど
で
こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
て

い
る
間
に
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
天
ぷ
ら
油
火
災
を
防
止
す
る
に

は
、
加
熱
防
止
装
置
付
き
の
コ
ン
ロ
の
使

用
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
効
果

的
で
す
。

　

た
だ
し
一
番
効
果
的
な
の
は
、
い
っ
た

ん
こ
ん
ろ
に
火
を
付
け
た
ら
、
絶
対
に
そ

の
場
を
離
れ
な
い
、
離
れ
る
必
要
が
あ
る

天
ぷ
ら
油
に
よ
る 

火
災
の
防
止

と
き
は
こ
ん
ろ
の
火
を
消
し
て
か
ら
離
れ

る
習
慣
を
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

レ
ン
ジ
フ
ー
ド
や
換
気
扇
に
油
脂
や
ほ

こ
り
が
付
着
し
て
い
る
と
火
が
燃
え
移
り

火
災
の
延
焼
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
定
期
的
に
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
天
ぷ
ら
火
災
が
発
生
し
た
場
合

は
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。
水
を
か
け
る
こ
と
は
厳
禁
で
す
。
消

火
器
で
消
火
す
る
こ
と
が
、
最
も
確
実
で

す
が
、
炎
が
小
さ
い
場
合
は
、
こ
ん
ろ
の

火
を
止
め
、
鍋
の
全
面
を
覆
う
ふ
た
や
、

硬
く
絞
っ
た
シ
ー
ツ
、
バ
ス
タ
オ
ル
等
で

鍋
を
覆
い
空
気
を
遮
断
し
て
消
火
で
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法
は
、
誤
っ

て
鍋
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
、
鍋
を
完
全

に
覆
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

消
火
器
の
ほ
か
、
住
宅
用
に
開
発
さ
れ

た
小
型
で
軽
量
な
住
宅
用
消
火
器
や
、
エ

ア
ゾ
ー
ル
式
の
簡
易
消
火
具
な
ど
、
容
易

に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
の
台
所
に
備
え
て
お
く
と
、
万
が
一

火
災
が
発
生
し
た
と
き
も
安
心
で
す
。

　

天
ぷ
ら
油
火
災
の
危
険
性
を
十
分
認
識

し
、
消
火
器
の
使
い
方
な
ど
い
ざ
と
い
う

と
き
の
行
動
力
を
身
に
付
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

�

　

消
防
法
と
葉
山
町
火
災
予
防
条
例
に
よ

り
全
て
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

新
築
住
宅
は
平
成

十
八
年
六
月
一
日
か

ら
、
既
存
住
宅
は
平

成
二
三
年
五
月
三
一

住
宅
用
火
災
警
報
器
を 

設
置
し
ま
し
ょ
う

日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
多
く
は

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
火
災
を
早
期
に
発
見
で
き
、
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
早
期
に
設
置
し
て
大
切
な
「
生

命
」「
財
産
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

審
査
結
果

　

町
内
の
小
学
校
四
年
生
を
対
象
に
防
火

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、七
七
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
会
の
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
十
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　

十
一
月
九
日（
日
）〜
十
五
日（
土
）
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『
火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　
 
誰 
が
す
る
』

だ
れ

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
は
、
一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
重

要
性
を
自
覚
し
、
日
常
生
活
で
防
火
を
実
践
す
る

こ
と
で
、
火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平成２０年

●
作
品
展
を
開
催

　

全
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

十
一
月
十
日（
月
）〜
二
八
日（
金
）

場
所　

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
二
階

～住宅防火 
　　いのちを守る 
７つのポイント～

【三つの習慣】

●寝たばこは、絶対やめる。

●ストーブは、燃えやすいもの

から離れた位置で使用する。

●ガスコンロなどのそばを離

れるときは、必ず火を消す。

【四つの対策】

■逃げ遅れを防ぐために、住宅

用火災警報器を設置する。

■寝具、衣類及びカーテンから

の火災を防ぐために、防炎品

を使用する。

■火災を小さいうちに消すた

めに、住宅用火災消火器等を

設置する。

■お年寄りや身体の不自由な

人を守るために、隣近所の協

力体制をつくる。



７

最
優
秀
賞（
町
長
賞
）

　

葉
山
小
学
校　

高
島
田　

想
太

最
優
秀
賞
（
議
長
賞
）

　

一
色
小
学
校　

関
口　

晏
莉

優
秀
賞
（
消
防
長
賞
）

　

上
山
口
小
学
校　

江
村　

桜
子

　

一
色
小
学
校　

小
林　

咲
来　

　

一
色
小
学
校　

中
島　

里
彩

優
良
賞
（
危
険
物
安
全
協
会
長
賞
）

　

一
色
小
学
校　

高
橋　

明
里

　

一
色
小
学
校　

武
内　

治
輝

　

一
色
小
学
校　

佐
々
治　

海
人

　

一
色
小
学
校　

藤
本　

真
慶

　

上
山
口
小
学
校　

行
正　

凪（
敬
称
略
）

お
知
ら
せ

�

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
消

防
車
両
が
町
内
を
防
火
パ
レ
ー
ド
す
る
予

定
で
す
。

　

消
防
車
両
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

の
で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

日
時　

十
一
月
九
日（
日
）九
時
〜
十
二
時

問
合
せ　

消
防
本
部
�
八
七
六
―
〇
一
一
九

�

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し

や
す
い
気
象
状
況
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

空
地
に
繁
茂
し
て
い
る
枯
草
か
ら
の
火

町
内
防
火
パ
レ
ー
ド

空
地
の
枯
草
刈
取
り 

の
お
願
い

災
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
消
防

署
で
は
空
地
を
所
有
・
管
理
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
に
枯
草
の
刈
取
り
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
枯
草
が
繁
茂
し
て
い
る
空
地
は
、

早
め
に
刈
取
り
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

消
防
署　

�
八
七
六－

〇
一
一
九

�

　

消
火
活
動
や
救
急
活
動
は
、
一
刻
を
争

う
時
間
と
の
勝
負
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
正
し
い
一
一
九
番
通
報
が
迅

速
・
的
確
な
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
電
話
機
の

そ
ば
に
自
宅
所
在
地
の
説
明
方
法
や
電
話

番
号
な
ど
の
必
要
事
項
を
書
い
た
メ
モ
を

は
っ
て
お
く
な
ど
、
落
ち
着
い
て
正
確
な

通
報
が
で
き
る
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

●
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

�
八
七
五－

四
〇
〇
〇

　

消
防
署
で
は
、
火
災
・
救
助
・
警
戒
等

で
出
場
し
た
際
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で

災
害
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

●
医
療
機
関
の
紹
介
も

　

消
防
署
で
は
、
医
療
機
関
の
紹
介
な
ど

緊
急
通
報
以
外
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
署　
�
八
七
六－

〇
一
一
九

１
１
９
番
通
報
は 

落
ち
着
い
て
正
確
に

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
��
�
�

（
八
月
十
六
日
）

◆　
流
燈
会
大
賞　
◆

流
燈
の
消
え
ゆ
く
遅
速
あ
り
に
け
り

葉
山
町 

小
峰　

房
男

葉
山
町
長
賞

厚
木
市 

松
尾
た
ろ
う

葉
山
町
議
会
議
長
賞

寒
川
町 

石
原
美
枝
子

葉
山
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

東
京
都 

段
原　

羊
子

葉
山
町
観
光
協
会
長
賞

葉
山
町 

村
形　

杏
子

葉
山
町
俳
句
協
会
長
賞

葉
山
町 

沼
田　

重
吉

◆　
佳　

作　
◆

多
田
武
峰
、
安
藤
と
み
子
、
高
梨
久

子
、
佐
久
間
由
布
子
、
小
原
あ
つ
子
、

米
田
宮
子
、
小
林
春
光
、
田
中
隆
、

柳
田
昭
子
、
志
村
宗
明
、
安
部
�
堂
、

佐
山
昭
雄
、
宮
崎
慶
子
、
小
峰
房
男
、

城
戸
雅
子
、
石
原
和
加
子

※
入
選
句
は
み
そ
ぎ
橋
（
森
戸
海
岸
）

わ
き
の
「
俳
句
掲
示
板
」
と
葉
山
し

お
さ
い
公
園
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

浜
施
餓
鬼
実
行
委
員
会

葉
山
町
俳
句
協
会

水難救助に感謝状
８月３日、森戸海岸海水浴場で、根本亜紀子さん、野
間祥世さん、ＮＰＯ法人ウェイヴスアンドサンド監視
員が、おぼれている１７歳の男性を救助しました。３
人には町長から９月１８日に感謝状が授与されました。


